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はじめに 16:00

スケッチの目的

デザインにおけるスケッチ、製品開発時の具体的事例

画材や手法の事例

スケッチを描くとは 30

実習 線が描けるか？

描き方の基礎知識

休憩 17:20

実習 30°、分割

どこに線を描くか

実習 立方体～アレンジ

円柱と楕円の考え方

実習 円柱～アレンジ

実習 端末処理

自由課題 （時間があれば）ブロックを使って

終了予定 19:00

参加者の傾向、希望により進めながら変更の可能性があります
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スケッチを描くとは

デザイン画（スケッチ）を描くのに必要なこと

１：モノの観察・知識 →モノ成り立ちや特徴を見る視点の種類と蓄積
製品の特長：材料、製法、使用方法などプロダクトに関するもの

→ここは学生さんに比べて知識・経験が多い

２：構成・編集 →狙いを決めて要素を統合して全体イメージを作る

３：描き方の基礎知識 →画材、表現のノウハウ＋α
そう見えやすい手法があるのでそれを覚えて、自分なりに工夫を加える

形状・・・遠近感（透視図法、空気遠近法など）
質感・・・光（反射と陰影）

４：身体能力・調整 →実際に手が動くか

５：描いたものの評価 →見て直す、新たな発想をする

３の会得も大変ですが、それだけでは描けない！
でも描こうとするとおのずとすべて付いてきます
気長にたゆまずやりましょう
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